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 要 旨   

 

背景： 

2018 年からスコットランドでは、全てのアルコール飲料について強度による小売り最低価格を設定す

る最小単位価格設定（MUP）を導入した。法律では 6 年ごとにその効果を評価することが求められて

いる。MUP 導入 3 年後の成人のアルコール販売量（消費量の指標として）への効果を測定した。  

 

方法：  

MUP 導入 3 年後のアルコール販売量を、イングランドとウェールズ（EW）を対照地区として、対照

設定中断時系列回帰を用いて評価した。調整分析では、世帯可処分所得、オントレードアルコール販売

量、飲酒カテゴリーの代替を共変量とした。2013 年から 2021 年のスコットランドと EW の週当たり

純アルコール販売量を成人一人当たり（L）で評価した。MUP の効果を、全体、オフトレード、オント

レードのアルコール販売に分けて分析した。 

 

結果： 

スコットランドでは、MUP 導入後に、調整後の成人一人当たり総アルコール販売量が 3.0％低下した。

これはスコットランドでの 1.1%低下、EW での 2.4％増加を反映したものである。スコットランドでの

低下は、ビール、スピリット、サイダー、ペリーの販売低下によるものである。全体販売量の低下は、

オフトレード販売の低下が影響している。オントレードのアルコール販売低下は明らかではなかった。 

 

結論：  

MUP 導入は、スコットランドでの 3 年後の集団全体でのアルコール販売量低下に効果を示した。 

 

 

 


